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１ 	 中学校学力検査問題	 算数� －50分－

（解答はすべて解答用紙に書きなさい）

1は，Ⅰ進・Ⅱ進とも全員解きなさい。

1 次の問いに答えなさい。または，空らんにあてはまる数や記号を答えなさい。

⑴ 2014－25＋115 を計算しなさい。

⑵ 48－ 2 × 8 ＋15÷ 3  を計算しなさい。

⑶  54 －
6
5 ＋
1
2  を計算しなさい。

⑷ 0.32×12＋0.64÷ 4  を計算しなさい。

⑸ 1.25× 5 － 18 × 2 － 2  を計算しなさい。

⑹ ��4.9－
�
�÷ 5＝0.5 を計算しなさい。

⑺ 次の 3つの数を小さい順に並べなさい。
�
�
�

7
8 ，
5
6 ，
4
5
�
�
�

⑻ 4200円の 8％は何円ですか。

⑼ 2.2：1130 を最もかんたんな整数の比で表すと ： です。

⑽ 100cm3＋3000mL＝ L

⑾ 0.4日＝ 時間 分

⑿ クラス40人のうち欠席者が 8人でした。クラス全体に対する欠席者の割合は ％です。

⒀ 20kmの距離を行きは時速 4 km、帰りは時速 5 kmで歩きました。往復にかかった時間を求めなさい。
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⒁ 図 1のように，長方形を折り曲げました。角 xの大きさを求めなさい。

⒂ 図 2でぬりつぶした部分の面積を求めなさい。ただし，円周率は3.14とします。

⒃ 図 3のような立体の体積を求めなさい。ただし，円周率は3.14とします。
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Ⅰ進受験者は2～5を解きなさい。Ⅱ進受験者は6～9を解きなさい。

2 次の問いに答えなさい。

⑴ ある長さの20％が1.5mのとき，その長さは何mですか。

⑵ 川を上るときの船の速さが時速11kmで，川を下るときの船の速さが時速21kmであることがわかっています。川の

流れのないときの船の速さは時速何kmですか。

⑶  2つの歯車がかみ合っていて，Ａの歯数は18，Ｂの歯数は27です。Ａが 9回転するとき，Ｂは何回まわりますか。

⑷ 図 4は三角形ABCの面積を 4等分したものです。AD：DBの比を求めなさい。

⑸ たて18cm，よこ12cm，高さ30cmの直方体があります。これを同じ向きに並べて最も小さい立方体をつくるとき，

直方体は何個必要ですか。

Ａ
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図 4
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⒁ 図 1のように，長方形を折り曲げました。角 xの大きさを求めなさい。

⒂ 図 2でぬりつぶした部分の面積を求めなさい。ただし，円周率は3.14とします。

⒃ 図 3のような立体の体積を求めなさい。ただし，円周率は3.14とします。
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3 次のように計算の規則を決めます。� �

　　 a○ b＝ a× b－ a÷ 2 � �

� � 次の問いに答えなさい。

⑴ 12 ○ 4  を求めなさい。

⑵ （14 ○ 4 ）＋（ 6○ 5） を求めなさい。

⑶ 20 ○（ 7○ 2） を求めなさい。

4 図5のように 1辺 6 cmの正方形ABCDとこの正方形の

辺上を動く 2点Ｐ，Ｑがあります。 2点Ｐ，Ｑは同時に

出発し，Ｐは毎秒 1 cmの速さでＡ→Ｂと動いてＢで止ま

り，Ｑは毎秒 2 cmの速さでＣ→Ｄ→Ａと動いてＡで止ま

ります。次の問いに答えなさい。

⑴  2秒後の△APQの面積を求めなさい。

⑵  5秒後の△APQの面積を求めなさい。

⑶ 点ＱがCD上にあるとき，△APQの面積が 4 cm2となるときは何秒後ですか。

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

図 5

Ｐ
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6cm
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3 次のように計算の規則を決めます。� �

　　 a○ b＝ a× b－ a÷ 2 � �

� � 次の問いに答えなさい。

⑴ 12 ○ 4  を求めなさい。

⑵ （14 ○ 4 ）＋（ 6○ 5） を求めなさい。

⑶ 20 ○（ 7○ 2） を求めなさい。

4 図5のように 1辺 6 cmの正方形ABCDとこの正方形の

辺上を動く 2点Ｐ，Ｑがあります。 2点Ｐ，Ｑは同時に

出発し，Ｐは毎秒 1 cmの速さでＡ→Ｂと動いてＢで止ま

り，Ｑは毎秒 2 cmの速さでＣ→Ｄ→Ａと動いてＡで止ま

ります。次の問いに答えなさい。

⑴  2秒後の△APQの面積を求めなさい。

⑵  5秒後の△APQの面積を求めなさい。

⑶ 点ＱがCD上にあるとき，△APQの面積が 4 cm2となるときは何秒後ですか。
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5 図6のような水そうに一定の割合で水をいれます。� �

図 7 は水を入れ始めてからの時間とⒶの面からの水の高さとの関係を表したものです。次の問いに答えなさい。

⑴ 水は 1分間に何Ｌの割合で入っていますか。

⑵ 満水になるのは水を入れ始めてから何分何秒後ですか。

⑶  1時間30分後に水を入れるのをやめて，ふたをしました。� �

このとき，Ⓑの面が下になるように立体を倒すと，� �

Ⓑの面からの水面の高さは何cmになりますか。

50cm

100cm

60cm

50cm

200cm

Ⓐ

Ⓑ

図 6

（cm）

時間（分）

50

Ｏ 75

図 7

水の高さ

（Ⅰ進の問題はこれで終わりです。）
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Ⅱ進受験者は6～9を解きなさい。

6 次の問いに答えなさい。

⑴ 川の流れのないときの速さが時速26kmのボートがあります。川の流れの速さが時速 8 kmである川で，このボート

を使い54km上流に進みました。かかった時間はいくらですか。

⑵ 定価2400円の品物を20％引きしたとき，仕入れ値の20％の利益がありました。仕入れ値を求めなさい。

⑶ 12％の食塩水150ｇがあります。食塩を何ｇ加えると20％の食塩になりますか。

⑷ 図 8のぬりつぶした部分の面積を求めなさい。ただし，円周率は3.14とします。

⑸ たて125cm，よこ175cmの壁にタイルをはります。できるだけ大きな同じ大きさの正方形のタイルを使用するとき，

全部でタイルは何枚必要ですか。

4cm

4cm

図 8
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Ⅱ進受験者は6～9を解きなさい。

6 次の問いに答えなさい。

⑴ 川の流れのないときの速さが時速26kmのボートがあります。川の流れの速さが時速 8 kmである川で，このボート

を使い54km上流に進みました。かかった時間はいくらですか。

⑵ 定価2400円の品物を20％引きしたとき，仕入れ値の20％の利益がありました。仕入れ値を求めなさい。

⑶ 12％の食塩水150ｇがあります。食塩を何ｇ加えると20％の食塩になりますか。

⑷ 図 8のぬりつぶした部分の面積を求めなさい。ただし，円周率は3.14とします。

⑸ たて125cm，よこ175cmの壁にタイルをはります。できるだけ大きな同じ大きさの正方形のタイルを使用するとき，

全部でタイルは何枚必要ですか。
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7 H，O，T，O，K，Uの 6枚のカードが一列に並んでいます。

⑴ 両端のカードがOになる並び方は何通りありますか。

⑵ Oのカードが隣どうしになる並び方は何通りありますか。

⑶ 左端にH，右端にUのカードになる並び方は何通りありますか。

8 図9のように同じ 2つの直角二等辺三角形ⒶとⒷがあります。点Ｒと点Ｂはかさなっています。今，直線Ｌ上を三角

形Ⓐが秒速 1 cmで右に動かします。次の問いに答えなさい。

⑴ 動き始めてから 2秒後に， 2つの図形がかさなった部分の面積をもとめなさい。

⑵ 動き始めてから何秒後にかさなった部分の面積が０になりますか。

⑶ 動き始めてから 5秒後に， 2つの図形のかさなった部分の面積を求めなさい。

Ⓐ Ⓑ

P

Q R, B C

A

L

⇒

4cm

図 9

4cm
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9 図10において次の問いに答えなさい。ただし，円周率は3.14とし，円すいの体積は底面積×高さ× 1
3
で求められます。

⑴ ぬりつぶした部分の面積を求めなさい。

⑵ 三角形EDCをECを軸として 1回転させてできる立体の体積を求めなさい。

⑶ ぬりつぶした部分の図形を辺AEを軸として 1回転させてできる立体の体積を求めなさい。

Ａ

Ｂ ＣＤ

Ｅ

6cm

9cm

12cm
8cm

図 10
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9 図10において次の問いに答えなさい。ただし，円周率は3.14とし，円すいの体積は底面積×高さ× 1
3
で求められます。

⑴ ぬりつぶした部分の面積を求めなさい。

⑵ 三角形EDCをECを軸として 1回転させてできる立体の体積を求めなさい。

⑶ ぬりつぶした部分の図形を辺AEを軸として 1回転させてできる立体の体積を求めなさい。
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番

　号

1次-Ⅰ進

氏

　名

合

　計中学校学力検査解答用紙　　　 算 数　－50分－

1 ⑴ ⑵

⑶ ⑷

⑸ ⑹

⑺ → → ⑻ 円

⑼ ： ⑽ Ｌ

⑾ 時間 分 ⑿  ％

⒀ 時間 ⒁ 度

⒂ cm2 ⒃ cm3

小　計

2 ⑴ ｍ ⑵　時速 km

⑶ 回 ⑷ ：

⑸ 個

小　計

3 ⑴ ⑵ 

⑶　 

小　計

小　計
4 ⑴ cm2 ⑵ cm2

⑶ 秒後

共 通 計

コース計
小　計

5 ⑴ Ｌ ⑵　 分 秒後

⑶　  cm
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番

　号

1次-Ⅱ進

氏

　名

合

　計中学校学力検査解答用紙　　　 算 数　－50分－

6 ⑴　 時間 ⑵ 円

⑶ ｇ ⑷  cm2

⑸ 枚

小　計

7 ⑴　 通り ⑵  通り

⑶  通り

小　計

小　計
8 ⑴ cm2 ⑵ 秒後

⑶ cm2

コース計

1 ⑴ ⑵

⑶ ⑷

⑸ ⑹

⑺ → → ⑻ 円

⑼ ： ⑽ Ｌ

⑾ 時間 分 ⑿  ％

⒀　 時間 ⒁ 度

⒂ cm2 ⒃ cm3

小　計
共 通 計

小　計
9 ⑴　 cm2 ⑵　 cm3

⑶　 cm3
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番

　号

1次-Ⅱ進

氏

　名

合

　計中学校学力検査解答用紙　　　 算 数　－50分－

6 ⑴　 時間 ⑵ 円

⑶ ｇ ⑷  cm2

⑸ 枚

小　計

7 ⑴　 通り ⑵  通り

⑶  通り

小　計

小　計
8 ⑴ cm2 ⑵ 秒後

⑶ cm2

コース計

1 ⑴ ⑵

⑶ ⑷

⑸ ⑹

⑺ → → ⑻ 円

⑼ ： ⑽ Ｌ

⑾ 時間 分 ⑿  ％

⒀　 時間 ⒁ 度

⒂ cm2 ⒃ cm3

小　計
共 通 計

小　計
9 ⑴　 cm2 ⑵　 cm3

⑶　 cm3
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１ 	 中学校学力検査問題	 理科 －40分－

（解答はすべて解答用紙に書きなさい）

1～4は、Ⅰ進・Ⅱ進とも全員解きなさい。

1　次の文章の｛　　｝からもっとも適切なものを１つ選び、記号で答えなさい。

⑴　下図のように同じ量の水でみたしたペットボトルのうち、１時間後の水の中の二酸化炭素の量がもっとも少ないの

は、｛ア．　イ．　ウ．　エ．｝です。

ア． イ． ウ． エ．

ペットボトルの中 キンギョ キンギョ、水草 キンギョ キンギョ、水草

場所の明るさ 明るい 明るい 暗い 暗い

⑵　ナナホシテントウのからだにある黒い点を正しく示しているのは、下図の｛ア．　イ．　ウ．　エ．　オ．｝です。

⑶　８月１日に西宮市で午後８時ごろ南の空に見える星座は、｛ア．いて座　　イ．オリオン座　　ウ．しし座　　  

エ．おおぐま座｝です。

⑷　洗たく物がもっともよくかわくのは、｛ア．風のない晴れた日　　イ．風が強い晴れた日　　  

ウ．風が強いくもりの日　　エ．風のないくもりの日｝です。

ア． イ． ウ． エ． オ．
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⑸　下図のような方法で集めることができない気体は、｛ア．水素　　イ．酸素　　ウ．ちっ素　　エ．アンモニア｝

です。

⑹　水100ｇに10ｇの食塩をとかすと濃度は、｛ア．10％　　イ．9.1％　　ウ．11％　　エ．8.1％｝です。

⑺　下図のふりこで、おもりの速さがもっとも大きいのは、｛ア.　イ.　ウ.　エ.　オ.｝におもりがあるときです。

⑻　下図の電磁石の中で、もっとも強い電磁石は、｛ア.　イ.　ウ.　エ.　オ．｝です。

水

ア

イ
ウ

エ

オ

ア．

50回巻き

イ．

50回巻き

ウ．

100回巻き

エ．

100回巻き

オ．

100回巻き
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⑸　下図のような方法で集めることができない気体は、｛ア．水素　　イ．酸素　　ウ．ちっ素　　エ．アンモニア｝

です。

⑹　水100ｇに10ｇの食塩をとかすと濃度は、｛ア．10％　　イ．9.1％　　ウ．11％　　エ．8.1％｝です。

⑺　下図のふりこで、おもりの速さがもっとも大きいのは、｛ア.　イ.　ウ.　エ.　オ.｝におもりがあるときです。

⑻　下図の電磁石の中で、もっとも強い電磁石は、｛ア.　イ.　ウ.　エ.　オ．｝です。

水

ア

イ
ウ

エ

オ

ア．

50回巻き

イ．

50回巻き

ウ．

100回巻き

エ．

100回巻き

オ．

100回巻き
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2　下の図１のように、等
とう

間
かん

隔
かく

に点を打ったてこにおもりをつるしました。これについて、あとの問いに答えなさい。

ただし、実験に使ったおもりの重さはすべて等しく、てこの重さは考えないものとします。

⑴　図１のてこの５番に１個、11番に２個のおもりをつるしたとき、てこをかたむけるはたらきについて、正しく説明

しているものはどれですか。下のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．左にかたむけるはたらきのほうが、右にかたむけるはたらきよりも２倍大きい。

イ．左にかたむけるはたらきのほうが、右にかたむけるはたらきよりも４倍大きい。

ウ．右にかたむけるはたらきのほうが、左にかたむけるはたらきよりも２倍大きい。

エ．右にかたむけるはたらきのほうが、左にかたむけるはたらきよりも４倍大きい。

⑵　図１のてこの11番におもりを３個つるしました。てこが水平になるのはどれですか。下のア～カからすべて選び、

記号で答えなさい。

ア．１番に１個のおもりをつるす。　　　イ．１番に２個のおもりをつるす。

ウ．４番に４個のおもりをつるす。　　　エ．４番に５個のおもりをつるす。

オ．５番に５個のおもりをつるす。　　　カ．５番に６個のおもりをつるす。

⑶　図２のように水平につりあっているてこがあります。このてこの支点の位置を７番から９番にずらしたとき、てこ

をかたむけるはたらきはどうなりますか。下のア、イから選び、記号で答えなさい。

ア．左にかたむけるはたらきのほうが強くなる。

イ．右にかたむけるはたらきのほうが強くなる。

⑷　⑶のとき、てこをふたたび水平につりあわせるためにはどうしたらよいですか。下のア～エから選び、記号で答え

なさい。

ア．１番に１個のおもりをつけ加える。　　　イ．１番に２個のおもりをつけ加える。

ウ．13番に１個のおもりをつけ加える。　　　エ．13番に２個のおもりをつけ加える。

図 1

71 13121110982 3 4 5 6

図 2

71 13121110982 3 4 5 6
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3　ヒトのからだについて、あとの問いに答えなさい。

⑴　ヒトの大腸、かん臓、胃、小腸、たんのう、すい臓のつながりかたを正しく示しているのはどれですか。下のア～

オから選び、記号で答えなさい。ただし、内臓は本物の形ではありません。

ア．

口

胃

小腸

大腸

す
い
臓
か
ん
臓

た
ん
の
う

こう門

イ．

口

こう門

か
ん
臓
た
ん
の
う

大腸

胃

小腸

す
い
臓

こう門

か
ん
臓

ウ．

口

胃

す
い
臓

た
ん
の
う

小腸

大腸

こう門

す
い
臓

か
ん
臓

オ．

口

胃た
ん
の
う

小腸

大腸

こう門

す
い
臓

か
ん
臓

エ．

口

胃

た
ん
の
う

小腸

大腸

⑵　ヒトの口から入った食べ物は、ヒトのからだの中で小さく分
ぶん

解
かい

されます。このはたらきを何といいますか。

⑶　ヒトが食べ物をからだの中で分解するのはなぜですか。簡
かん

単
たん

に書きなさい。

⑷　食べ物が分解されたあとの養分が吸収されるのはどこですか。下のア～カから選び、記号で答えなさい。

ア．大腸　　イ．かん臓　　ウ．胃　　エ．小腸　　オ．たんのう　　カ．すい臓

⑸　血液によって、運ばれてきた養分の一部を一時的にたくわえ、必要なときに全身に送り出すはたらきをするのはど

こですか。下のア～カから選び、記号で答えなさい。

ア．大腸　　イ．かん臓　　ウ．胃　　エ．小腸　　オ．たんのう　　カ．すい臓
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3　ヒトのからだについて、あとの問いに答えなさい。

⑴　ヒトの大腸、かん臓、胃、小腸、たんのう、すい臓のつながりかたを正しく示しているのはどれですか。下のア～

オから選び、記号で答えなさい。ただし、内臓は本物の形ではありません。

ア．

口

胃

小腸

大腸

す
い
臓
か
ん
臓

た
ん
の
う

こう門

イ．

口

こう門

か
ん
臓
た
ん
の
う

大腸

胃

小腸

す
い
臓

こう門

か
ん
臓

ウ．

口

胃

す
い
臓

た
ん
の
う

小腸

大腸

こう門

す
い
臓

か
ん
臓

オ．

口

胃た
ん
の
う

小腸

大腸

こう門

す
い
臓

か
ん
臓

エ．

口

胃

た
ん
の
う

小腸

大腸

⑵　ヒトの口から入った食べ物は、ヒトのからだの中で小さく分
ぶん

解
かい

されます。このはたらきを何といいますか。

⑶　ヒトが食べ物をからだの中で分解するのはなぜですか。簡
かん

単
たん

に書きなさい。

⑷　食べ物が分解されたあとの養分が吸収されるのはどこですか。下のア～カから選び、記号で答えなさい。

ア．大腸　　イ．かん臓　　ウ．胃　　エ．小腸　　オ．たんのう　　カ．すい臓

⑸　血液によって、運ばれてきた養分の一部を一時的にたくわえ、必要なときに全身に送り出すはたらきをするのはど

こですか。下のア～カから選び、記号で答えなさい。

ア．大腸　　イ．かん臓　　ウ．胃　　エ．小腸　　オ．たんのう　　カ．すい臓
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4　下の図１、図２は、それぞれ川の流れている場所で見られる地形を示しています。これについて、あとの問いに答

えなさい。

⑴　図１のＡのような川のそばにある小さな湖を何といいますか。

⑵　図１のＡのような湖は、どんな場所で見られることが多いですか。下のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．川の上流　　イ．川の中流　　ウ．川の下流　　エ．川の流れがはやい場所

⑶　図１のＡのような湖は、どのようにしてできたと考えられますか。正しいものを下のア～エから選び、記号で答え

なさい。

ア．もとは川の曲
ま

がった場所で、川の流れが変わった時に残されてできた。

イ．もとは川のまっすぐ流れていた場所で、川の流れが川岸をけずってできた。

ウ．もとは地面がくぼんでいた場所で、雨の水がたまってできた。

エ．もとは地下水がわきだしていた場所で、その水がたまってできた。

⑷　図２のＢのように、川が山から平地に出る場所にできる地形を何といいますか。

⑸　図２のＢのような地形の特
とくちょう

徴について、正しいものを下のア～エからすべて選び、記号で答えなさい。

ア．たい積物は小石や砂が多い。

イ．たい積物は砂やねん土が多い。

ウ．水はけがよい。

エ．水はけが悪い。

川

A

図 1

川

山
山

図 2

B
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Ⅰ進受験者は5～8を解きなさい。Ⅱ進受験者は9～�を解きなさい。

5　食塩水、石灰水、アンモニア水、塩酸、炭酸水、水酸化ナトリウム水よう液の６つの水よう液について、あとの問

いに答えなさい。

⑴　固体をとかしてつくる水よう液はどれですか。すべて書きなさい。

⑵　気体がとけこんでできた水よう液はどれですか。すべて書きなさい。

⑶　赤色のリトマス紙を青色に変える水よう液はどれですか。すべて書きなさい。

⑷　鼻をさすにおいがある水よう液はどれですか。すべて書きなさい。

⑸　二酸化炭素を通すと、白くにごる水よう液を書きなさい。

⑹　塩酸に入れても水酸化ナトリウム水よう液に入れてもあわが出る金属を下のア～オから選び、記号で答えなさい。

ア．アルミニウム　　イ．鉄　　ウ．金　　エ．銀　　オ．銅
どう

⑺　塩酸にチョークを入れると泡
あわ

が出ます。この泡と同じ気体が出るものを下のア～オから選び、記号で答えなさい。

ア．卵のからを塩酸に入れる。

イ．鉄くぎを水酸化ナトリウム水よう液に入れる。

ウ．アルミニウムはくを塩酸に入れる。

エ．10円玉を塩酸に入れる。

オ．１円玉を水酸化ナトリウム水よう液に入れる。
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6　けんび鏡について、あとの問いに答えなさい。

⑴　下の①～⑤はけんび鏡の使い方です。①～⑤を操
そう

作
さ

の順に並びかえなさい。

①けんび鏡を、直射日光の当たらない明るい場所に置く。

②プレパラートをのせ台（ステージ）にのせる。

③対物レンズをとりつける。

④接眼レンズをとりつける。

⑤鏡の角度を調節して、光がレンズを通るようにする。

⑵　けんび鏡で図１のように見える●をまん中にするには、プレパラートをどの方向に動かすとよいですか。図２のア

～クから選び、記号で答えなさい。

⑶　接眼レンズの倍率を10倍、対物レンズの倍率を20倍にしたとき、けんび鏡の倍率は何倍になりますか。

⑷　下の図３のアとイのけんび鏡の名前はそれぞれ何ですか。

イ

ウ キ

ア

エ カオ

ク

プレパラート
図 1 図 2

図３

ア． イ．
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7　下の図１のＡ～Ｅは、南の空に見える月を示しています。これについて、あとの問いに答えなさい。

図１

⑴　次のア～ウの月を、図１のＡ～Ｅから選び、記号で答えなさい。

ア．午前９時ごろに見える月　　イ．月食が起こる日の月

ウ．新月（地球からは月が見えないとき）の１週間前の月

⑵　図１のＢは何時ごろの月を示していますか。下のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．午前０時ごろ　　イ．午前６時ごろ　　ウ．正午ごろ　　エ．午後６時ごろ

⑶　図２は、月と地球の位置関係を示しています。図１のＡとＣの位置を、図２の①～⑧から選び、番号で答えなさい。

1

2

3

4

5

6

7

8

地球

太

　
　
　
陽

図２

A

地平線

B

地平線

C

地平線

D

地平線

E

地平線
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7　下の図１のＡ～Ｅは、南の空に見える月を示しています。これについて、あとの問いに答えなさい。
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⑴　次のア～ウの月を、図１のＡ～Ｅから選び、記号で答えなさい。
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ウ．新月（地球からは月が見えないとき）の１週間前の月

⑵　図１のＢは何時ごろの月を示していますか。下のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．午前０時ごろ　　イ．午前６時ごろ　　ウ．正午ごろ　　エ．午後６時ごろ

⑶　図２は、月と地球の位置関係を示しています。図１のＡとＣの位置を、図２の①～⑧から選び、番号で答えなさい。

1

2

3

4

5

6

7

8

地球

太

　
　
　
陽

図２

A

地平線

B

地平線

C

地平線

D

地平線

E

地平線
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8　下図のように、ア～エの４本のげんを張
は

り、音の出かたを調べました。おもりはすべて同じ重さで、おもりの数で

げんを張る力が変わります。４本のげんのうち、ア、イ、エのげんは同じ太さで、ウのげんはそれらより細いげんです。

また、ア、イ、ウのげんは同じ長さで、エのげんはそれらより短いげんです。この装
そう

置
ち

を用いて、ア～エのげんの音

の高さを調べたところエがもっとも高く、続いてウ、イ、アの順に低くなることがわかりました。これについて、あ

との問いに答えなさい。ただし、げんのふれるはばが大きいほど大きな音が出ます。

⑴　ア、イ、ウのげんをはじいたとき、下図のようなげんのふれはばになりました。このとき、もっとも大きい音とも

っとも小さい音を出すげんはどれですか。それぞれ記号で答えなさい。ただし、ふれはばは拡
かく

大
だい

して示しています。

⑵　下の①～④の文のうち、正しいものには○を、間違っているものには×を書きなさい。

①　げんの長さと張る力が同じとき、太いげんの方が高い音が出る。

②　げんの長さと太さが同じとき、張る力が大きいげんの方が高い音が出る。

③　げんの太さと張る力が同じとき、短いげんの方が低い音が出る。

④　音の高さは、げんの長さと関係がない。

⑶　ウのげんを使って、イのげんと同じ高さの音に近づけるためには、ウのげんのおもりの数をどのようにすればよい

ですか。下の①～③から選び、番号で答えなさい。

①　ふやす　　②　へらす　　③　変えなくてよい

ア
イ

ウ
エ

ア． イ． ウ．
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9～�はⅡ進受験者が解きなさい。

9　下の図１は、ろうそくのほのおを示しています。これについて、あとの問いに答えなさい。

⑴　図１の①～③のうち、内
ない

炎
えん

を示しているのはどれですか。番号で答えなさい。

⑵　図１の①～③のうち、もっとも明るくかがやいているのはどれですか。番号で答えなさい。

⑶　図１の①～③のうち、もっとも温度が高いのは①です。その理由を簡
かん

単
たん

に書きなさい。

⑷　図２は、ろうそくのほのおの中にＡ～Ｃのガラス棒を入れる実験を示しています。ほのおの中に入れたガラス棒を

しばらくしてから取り出したとき、Ａ～Ｃのガラス棒はどのようになっていますか。下のア～オからそれぞれ選び、

記号で答えなさい。

①

②

③

図 1

A
ア

B

C

図 2

イ

ウ

エ

オ

（黒い部分はすすがついた部分を示す）
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9～�はⅡ進受験者が解きなさい。

9　下の図１は、ろうそくのほのおを示しています。これについて、あとの問いに答えなさい。

⑴　図１の①～③のうち、内
ない

炎
えん

を示しているのはどれですか。番号で答えなさい。

⑵　図１の①～③のうち、もっとも明るくかがやいているのはどれですか。番号で答えなさい。

⑶　図１の①～③のうち、もっとも温度が高いのは①です。その理由を簡
かん

単
たん

に書きなさい。

⑷　図２は、ろうそくのほのおの中にＡ～Ｃのガラス棒を入れる実験を示しています。ほのおの中に入れたガラス棒を

しばらくしてから取り出したとき、Ａ～Ｃのガラス棒はどのようになっていますか。下のア～オからそれぞれ選び、

記号で答えなさい。

①

②

③

図 1

A
ア

B

C

図 2

イ

ウ

エ

オ

（黒い部分はすすがついた部分を示す）
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�　同じ大きさの試験管Ａ～Ｄに同じ量の水を入れました。次に、葉の大きさと葉の数がそれぞれ同じホウセンカを３

本用意し、図のように、Ａにはそのままのホウセンカを、Ｂにはホウセンカのくきと同じ太さのガラス棒を、Ｃには

葉の表と裏の両方にワセリンをぬったホウセンカを、Ｄには葉の裏にワセリンをぬったホウセンカをさしました。Ａ

～Ｄを同じ場所におき、10時間後のそれぞれの試験管の水のへった量を調べたところ、下の表のようになりました。

これについて、あとの問いに答えなさい。

⑴　植物のからだの中の水が、水蒸気になって出ていくことを何といいますか。

⑵　上の表のア～エの数値は、それぞれ試験管Ａ～Ｄのどれにあてはまりますか。記号で答えなさい。

⑶　この実験で、葉の表から出た水の量は何cm3ですか。

⑷　この実験で、葉の裏から出た水の量は何cm3ですか。

⑸　この実験から、葉のつくりについて考えられることは何ですか。下のア～オから選び、記号で答えなさい。

ア．葉の表より裏のほうが、水蒸気が出ていきやすいつくりになっている。

イ．葉の裏より表のほうが、水蒸気が出ていきやすいつくりになっている。

ウ．葉の表と裏の両方から、同じ量の水蒸気が出ていきやすいつくりになっている。

エ．葉の表よりくきのほうが、水蒸気が出ていきやすいつくりになっている。

オ．葉の裏よりくきのほうが、水蒸気が出ていきやすいつくりになっている。

Ａ B C D

表

ア イ ウ エ

水のへった量（cm3) 0.5 1.5 6.5 0.1
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�　下の図１の装
そう

置
ち

を使い、太陽の動きとかげのでき方について調べました。これについて、あとの問いに答えなさい。

方法：①　方位を書いた画用紙を方位に合わせて地面に置いて、東西と南北の線が重なるところに棒
ぼう

を立てる。

　　　②　午前８時から午後４時まで、１時間おきに棒のかげの先にしるしをつける。

　　　③　記録したしるしを線で結
むす

ぶ。

⑴　図２は、６月21日の記録を示しています。これについて、あとの問いに答えなさい。

①　図２のＡ～Ｄのうち、西の方角はどれですか。記号で答えなさい。

②　午前８時の記録はａ，ｂのどちらですか。記号で答えなさい。

棒

図 1

北

南

西 東

図 2

A

ba

D

C

B
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A

ba

D

C

B
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⑵　９月21日と12月22日の記録を、図３の①～⑥からそれぞれ選び、記号で答えなさい。

⑶　太陽の高度（高さ）は、図４のように太陽と地面を結ぶ線と、地面との角度で表されます。ある日の12時に、棒の

かげの長さをはかると、棒の長さと同じでした。この時、太陽の高度は何度ですか。

①

東

北

南

西

②

東

北

南

西

③

東

北

南

西

④

東

北

南

西

図 3

⑤

東

北

南

西

⑥

東

北

南

西

図 4

太陽

地面太陽の高度（高さ）
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�　下図のように、同じ太さの電
でん

熱
ねつ

線
せん

を使って回路をつくりました。これについて、あとの問いに答えなさい。ただし、

電熱線の長さは、Ａが10cm、Ｂが15cm、Ｃが20cm、Ｄが30cmです。

⑴　スイッチを入れたとき、同じ大きさの電流が流れる電熱線はどれとどれですか。図のＡ～Ｄから選び、記号で答え

なさい。

⑵　スイッチを入れたとき、もっとも大きい電流が流れる電熱線はどれですか。図のＡ～Ｄから選び、記号で答えなさ

い。

⑶　スイッチを入れたとき、もっとも小さい電流が流れる電熱線はどれですか。図のＡ～Ｄから選び、記号で答えなさ

い。

⑷　スイッチを入れ、しばらくしてから電流を切ったとき、もっとも熱くなった電熱線はどれですか。図のＡ～Ｄから

選び、記号で答えなさい。

⑸　スイッチを入れて電流を流しているとき、ＢとＣの電熱線を切りました。ＡとＤに流れる電流はどうなりますか。

下のア～エからそれぞれ選び、記号で答えなさい。

ア．ほとんど変わらない　　　　　イ．強くなる

ウ．弱くなる　　　　　　　　　　エ．流れなくなる

A B

C

D
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番

　号

1-Ⅰ進

氏

　名

合

　計中学校学力検査解答用紙　　　 理 科　－40分－

1 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹ ⑺ ⑻

2 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷

3 ⑴ ⑵

⑶

⑷ ⑸

4 ⑴ ⑵ ⑶

⑷ ⑸

5 ⑴

⑵

⑶

⑷

⑸ ⑹ ⑺

6 ⑴  → → → →

⑵ ⑶  倍

⑷ ア：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ：

7 ⑴ ア： イ： ウ： ⑵

⑶ Ａ： Ｃ：

8 ⑴ もっとも大きい音： もっとも小さい音：

⑵ ①： ②： ③： ④：

⑶

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

コ
ー
ス
計

共
通
計
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�　下図のように、同じ太さの電
でん

熱
ねつ

線
せん

を使って回路をつくりました。これについて、あとの問いに答えなさい。ただし、

電熱線の長さは、Ａが10cm、Ｂが15cm、Ｃが20cm、Ｄが30cmです。

⑴　スイッチを入れたとき、同じ大きさの電流が流れる電熱線はどれとどれですか。図のＡ～Ｄから選び、記号で答え

なさい。

⑵　スイッチを入れたとき、もっとも大きい電流が流れる電熱線はどれですか。図のＡ～Ｄから選び、記号で答えなさ

い。

⑶　スイッチを入れたとき、もっとも小さい電流が流れる電熱線はどれですか。図のＡ～Ｄから選び、記号で答えなさ

い。

⑷　スイッチを入れ、しばらくしてから電流を切ったとき、もっとも熱くなった電熱線はどれですか。図のＡ～Ｄから

選び、記号で答えなさい。

⑸　スイッチを入れて電流を流しているとき、ＢとＣの電熱線を切りました。ＡとＤに流れる電流はどうなりますか。

下のア～エからそれぞれ選び、記号で答えなさい。

ア．ほとんど変わらない　　　　　イ．強くなる

ウ．弱くなる　　　　　　　　　　エ．流れなくなる

A B

C

D
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番

　号

1-Ⅱ進

氏

　名

合

　計中学校学力検査解答用紙　　　 理 科　－40分－

1 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹ ⑺ ⑻

2 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷

3 ⑴ ⑵

⑶

⑷ ⑸

4 ⑴ ⑵ ⑶

⑷ ⑸

9 ⑴ ⑵

⑶

⑷ Ａ： Ｂ： Ｃ：

10 ⑴ ⑵ ア： イ： ウ： エ：

⑶  cm3 ⑷  cm3 ⑸

11 ⑴ ①： ②： ⑵ ９月21日： 12月22日：

⑶  度

12 ⑴ と ⑵ ⑶ ⑷

⑸ Ａ： Ｄ：

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

コ
ー
ス
計

共
通
計
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番

　号

1-Ⅱ進

氏

　名

合

　計中学校学力検査解答用紙　　　 理 科　－40分－

1 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹ ⑺ ⑻

2 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷

3 ⑴ ⑵

⑶

⑷ ⑸

4 ⑴ ⑵ ⑶

⑷ ⑸

9 ⑴ ⑵

⑶

⑷ Ａ： Ｂ： Ｃ：

10 ⑴ ⑵ ア： イ： ウ： エ：

⑶  cm3 ⑷  cm3 ⑸

11 ⑴ ①： ②： ⑵ ９月21日： 12月22日：

⑶  度

12 ⑴ と ⑵ ⑶ ⑷

⑸ Ａ： Ｄ：

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

コ
ー
ス
計

共
通
計
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中 学 校 学 力 検 査 問 題

　 　
国 　 語 　 　 │ 五 十 分 │

 （ 答 え は す べ て 解 答 用 紙 に 書 く こ と ）

一 〜 四 は Ⅰ 進 ・ Ⅱ 進 と も 全 員 解 き な さ い 。

次 の 　 　 　 部 に つ い て 、 ① 〜 ⑤ の 漢 字 は 読 み を ひ ら が な で 書 き 、 ⑥ 〜 ⑩ の カ タ カ ナ は 漢 字 に 直

し な さ い 。

① 　 希 望 の 有 無 を た ず ね る 。

② 　 作 戦 の 意 図 を 読 み 取 る 。

③ 　 安 否 を 気 づ か う 。

④ 　 率 先 し て 仕 事 を す る 。

⑤ 　 待 望 の 時 が や っ て き た 。

⑥ 　 説 明 を ハ ブ き ま す 。

⑦ 　 詩 の ロ ウ ド ク を す る 。

⑧ 　 テ ン ラ ン 会 の 絵 。

⑨ 　 勝 利 を カ ク シ ン し た 。

⑩ 　 駅 の コ ウ シ ュ ウ 電 話 。

次 の □ に あ と の 語 群 か ら 漢 字 を 入 れ て 二 字 の 熟 語 を 完 成 さ せ な さ い 。 な お 、 矢 印 は 読 む と き の

方 向 を 示 し ま す 。

　 　 　 　 　 転 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 得 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 極

　 　 　 　 　 　 　 → 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 → 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 →

　 　 ① 　 幸 ↓ 　 □ 　 ↓ 動 　 　 　 　 ② 　 力 ↓ 　 □ 　 ↓ 明 　 　 　 　 ③ 　 探 ↓ 　 □ 　 ↓ 明

　 　 　 　 　 　 　 → 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 → 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 →

　 　 　 　 　 　 　 機 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 遊 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 研

　 　 　 　 　 　 　 人 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 行

　 　 　 　 　 　 　 → 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 →

　 　 ④ 　 完 ↓ 　 □ 　 ↓ 長 　 　 　 　 ⑤ 　 推 ↓ 　 □ 　 ↓ 化

　 　 　 　 　 　 　 → 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 →

　 　 　 　 　 　 　 育 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 前

進 ・ 究 ・ 楽 ・ 成 ・ 理 ・ 千 ・ 説 ・ 運 ・ 達 ・ 具

１

一
二
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次 の □ に 入 る 身 体 に 関 係 す る 漢 字 を 後 の 語 群 か ら 選 ん で 、 こ と わ ざ ・ 慣 用 句 を 完 成 さ せ な さ い 。

な お 、 漢 字 は 一 回 し か 使 え ま せ ん 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 意 味 を 後 か ら 選 び 、 記 号 で 答 え な さ い 。

① 　 明 日 の こ と を 思 う と 宿 題 も 「 □ に つ か な い 」 。

② 　 相 手 の 「 □ を あ か す 」 。

③ 　 彼 は 絵 に 関 し て 「 □ が こ え て い る 」 。

④ 　 あ の 時 は 「 □ か ら 火 が 出 る 」 思 い だ っ た 。

⑤ 　 借 り た お 金 を 「 □ を そ ろ え て 」 返 す

顔 ・ 目 ・ 耳 ・ 鼻 ・ 口 ・ 舌 ・ 肩 ・ 胸 ・ 手 ・ 腹

ア 　 価 値 が わ か る 。

イ 　 全 て ひ と ま と め に す る 。

ウ 　 と て も は ず か し い 。

エ 　 ま い っ た と 言 わ せ る 。

オ 　 気 が 散 っ て 集 中 で き な い 。

三
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次 の 文 章 を 読 ん で 、 あ と の 問 い に 答 え な さ い 。

　 身 の 回 り の も の を 好 き な 形 に つ く り た い ― ―
①

こ れ は た べ も の だ け で な く 、 す べ て の モ ノ に 対

す る 人 間 の 欲 求 で あ る 。 わ た し た ち の 祖 先 は 優 秀 な デ ザ イ ナ ー だ っ た 。
②

そ れ は 日 常 生 活 の 必 要

性 か ら 生 ま れ る 場 合 も あ る し 、 ち ょ っ と し た 遊 び ご こ ろ 、 片 手 間 に で き た も の も あ る だ ろ う 。

彼 ら は 生 き て い く た め に 、 た の し み な が ら 、 さ ま ざ ま な デ ザ イ ン を 生 み 出 し て い っ た 。 の こ さ

れ た モ ノ た ち に あ る 種 の 手
て

応
ご た

え を 感 じ る の は 、 彼 ら が つ く り た い も の 、 つ く り た い イ メ ー ジ を

し っ か り と 形 に し て い た か ら だ と 思 う 。 そ し て し っ か り し た イ メ ー ジ が あ っ た か ら こ そ 可 能 に

な っ た 手 の 技 が あ る 。 技 術 が あ る か ら モ ノ が 完 成 さ れ る の で は な く 、
③

モ ノ づ く り へ の 思 い こ そ

が 技 術 を
④

生 み 出 し て い く 。

　 た べ も の を 好 き な 形 に つ く る こ と は 、 簡 単 な よ う で い て 、 （ Ａ ） た い へ ん な こ と だ っ た 。 た

べ も の は 口 の 中 に は い っ て し ま え ば す ぐ に な く な っ て し ま う 。 衣 類 や 住 居 の よ う に 代 々 伝 え て

い く も の で は な い 。 だ が 豊 か な
⑤

感 性 は 、 一 瞬 の 快 楽 に も す て き な デ ザ イ ン を 与 え た 。 さ ま ざ ま

な 素 材 を 組 合 せ 、 料 理 す る 。 器 ま で 用 意 し 、 そ の 盛 り つ け を た の し ん だ 。 口 に は こ ぶ の は 一 組

の 箸
は し

、 食 べ る 順 序 や 約 束 ご と 、 作 法 ま で が で き あ が っ て い た 。

　 自 然 か ら 手 に い れ た も の を わ た し た ち は 、 そ の ま ま か ぶ り つ く の で は な く 、 切 っ た り 焼 い た

り す る こ と で 、 他 の 動 物 に は み ら れ な か っ た 文 化 を 創 造 し て き た 。 そ の な か に は 道 具 、 調 理 器

具 の 存 在 も 見 逃 せ な い だ ろ う 。

　 （ Ｂ ） 原 始 的 な の は 、 生 の ま ま 食 べ る こ と で あ る 。 と っ た 獲
え

物
も の

を 手 づ か み で 食 べ る 。 そ の う

ち 焼 く こ と で 、 た と え ば 表 面 だ け を さ っ と あ ぶ っ た り す る こ と で 、 生 食 と は ま た ち が っ た お い

し さ に 気 づ く だ ろ う 。 （ Ｃ ） 土 器 の 発 達 で 煮
に

る こ と も 可 能 に な っ て く る 。

 （ 熊 谷 真 菜 『 た こ や き 』 講 談 社 ）

四
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問 一 　 （ Ａ ） 〜 （ Ｃ ） に 入 る も っ と も 適 当 な 語 を 次 か ら 選 び 、 記 号 で 答 え な さ い 。

ア 　 さ ら に 　 　 イ 　 つ ま り 　 　 ウ 　 も っ と も 　 　 エ 　 な か な か 　 　

問 二 　 　 　 　 部 ① 「 こ れ は 」 、 　 　 　 部 ⑤ 「 感 性 は 」 が 直 接 に か か る 語 句 を そ れ ぞ れ 五 字 以 内 で 答

え な さ い 。

問 三 　 　 　 　 部 ② 「 そ れ 」 が 指 し て い る 語 を 文 中 の 漢 字 一 字 で 答 え な さ い 。

問 四 　 　 　 　 部 ③ 「 モ ノ づ く り へ の 思 い 」 と は ど う い う こ と で す か 。 文 中 よ り 十 八 字 で ぬ き 出 し な

さ い 。

問 五 　 　 　 　 部 ④ 「 生 み 出 し て い く 」 の 「 い く 」 と 、 ― 部 が 同 じ は た ら き を し て い る も の を 次 か

ら 二 つ 選 び 記 号 で 答 え な さ い 。

ア 　 え ん ぴ つ を 筆 ば こ に し ま う 。

イ 　 彼 に 手 伝 っ て も ら う 。

ウ 　 こ の 町 に は 名 所 が あ る 。

エ 　 先 生 か ら お 手 紙 を い た だ く 。

オ 　 明 日 の 用 意 を し て お く 。
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Ⅰ 進 受 験 者 は 五 を 解 き な さ い 。 Ⅱ 進 受 験 者 は 六 を 解 き な さ い 。

次 の 文 章 を 読 ん で 、 あ と の 問 い に 答 え な さ い 。

　 私 た ち は こ ど も の と き に 、 ど の よ う に し て こ と ば を 身 に つ け た か を お ぼ え て い な い 。 し か し

き っ と 、 ま ず モ ノ の 名 前 を お ぼ え る こ と か ら は じ め た に ち が い な い ― ― 少 な く と も そ う い う 信

念 を 抱 い て い る 。 だ か ら こ そ 、 自 分 が こ ど も を も っ た と き 、 あ る い は 責 任 を も っ て こ ど も を 育

て ね ば な ら な い 立 場 に お か れ た と き 、 ま ず こ ど も に （ 　 Ａ 　 ） を お ぼ え さ せ よ う と す る に ち が

い な い 。 い や 、 き っ と 自 然 に そ の よ う に な っ て し ま う だ ろ う 。

　 そ の ば あ い の お

a

ぼ え さ せ 方 は ど ん な 方 法 を と る か と 言 え ば 、 何 か 目 の 前 に 、 現 実 に 見 え る も

の を 指
﹅ ﹅ ﹅ ﹅

さ し て 教 え る 。 意 味 論 学 者 や 記 号 学 者 た ち は 、 こ と ば （ オ ト ） が 直 接 結 び つ く の は モ ノ

で は な く て 、 そ の モ ノ か ら 生 じ た

※

概
が い

念
ね ん

で あ る と 言 う が 、 こ の 説 明 は 実 感 か ら は む し ろ 遠 い 。 具

体 的 に コ ト バ を 身 に つ け る 現 場 で は 、 指 さ す と い う 方 法 で 、 オ ト と モ ノ と を 結 び つ け る の で あ

る 。
　 こ の 指 さ す と い う こ と ― よ り く わ し く 言 え ば 、 指 さ し た 指 の 先 と 、 そ の 指 の さ し た 方 向 の

先 に あ る モ ノ と を ― い わ ば 目 に 見 え な い 点 線 で ― 結 び つ け る と い う 能 力 が 、 い か に 高b

度 な

精 神 活 動 で あ る か は 、 た と え ば 、 イ ヌ や ネ コ の ば あ い と 比 較 し て み る と よ く わ か る 。 イ ヌ や ネ

コ に 、 ほ ら ！ 　 あ そ こ に エ サ が あ る よ と 言 っ て 、 五 十 セ ン チ 先 の エ サ を 指 さ し て 見 せ て も 、

五 十 セ ン チ 先 は 見 な い で 指 だ け を 見 て い る と い う 経 験 は 多 く の 人 が し て 知 っ て い る だ ろ う 。

　 だ か ら モ ノ の 名 を お ぼ え る 作 業 は 、 （ 　 Ｂ 　 ） か ら は じ め る の で あ っ て 、 か く れ て 見 え な い

モ ノ や 、 は じ め か ら 全 く 見 え な い こ と 、 す な わ ち 、 「 　 Ｃ 　 」 だ の 「 　 Ｄ 　 」 だ の ― 日 本 語

で は た い て い 漢 字 で 書 か れ る ― か ら は じ め る 人 は い な い 。

　 こ う し た 指 さ し て 示 す こ と の で き る モ ノ に は ど ん な も の が あ る か と 言 え ば 、 ワ ン ワ ン 、 ニ ャ

ン ニ ャ ン 、 チ ュ ン チ ュ ン 、 ブ ー ブ ー な ど で あ り 、 そ れ ら は 見 え る だ け で な く （ オ ト も 発 す る ）

身 近 な 動 物 や 動 く 乗 物 な ど で あ る 。 こ と に よ る と 、 生 れ た と た ん に 塾 に 通 わ せ よ う と 決 意 し て 、

ホ ン 、 エ ン ピ ツ な ど 、 動 き も し な け れ ば 、 鳴 き 声 も た て な い よ う な モ ノ の 名 か ら 教 え は じ め よ

う と す る 残

c

酷
ざ ん

で
こ く

超 知 的 な 親 も い る か も し れ な い が 、 ま ず は こ ど も が 関 心 を も つ で あ ろ う と 想 像

さ れ る 、 オ ト と ス ガ タ と 、 時 に は 手 ざ わ り や 温 か さ も そ な え た 印 象 ぶ か い も の の 名 か ら は じ め

る の が ふ つ う で あ ろ う 。

　 お と な に な っ た 外 国 人 に 向 か っ て も 、 こ れ と 同 じ 原 理 に も と づ い て 、 ま ず モ ノ の 名 か ら 教 え

る の は 、 教 え る 側 も 教 え ら れ る 側 も 、 こ う し た 体 験 に も と づ い て 、 こ と ば の 知 識 は （ 　 Ｅ 　 ）

こ と か ら は じ ま る ん だ と い う 認 識 を 共 有 し て い る か ら で あ ろ う 。 お と な と こ ど も が ち が う の は 、

お と な は モ ノ の 名 前 を す で に 自 分 の

※

母
ぼ

語
ご

で 知 っ て い る の で 、 モ ノ と こ と ば （ オ ト ） と を 結 び つ

五
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け る 必 要 は な く 、 す で に 自 分 の な か で で き あ が っ て い る 名 （ オ ト ） の 上 に 新 し い 別 の こ と ば の

名 （ オ ト ） を 貼 り つ け れ ば よ い の で あ る 。

　 家 の 中 だ け で 育 て ら れ て い る こ ど も は 、 見 る モ ノ の 数 に も 限 り が あ る か ら 、 た く さ ん の

名 を お ぼ え る 機 会 に 恵 ま れ て い な い 。 か れ ら が 通 常 与 え ら れ る 名 は （ 　 Ｆ 　 ） 名 詞 で あ っ て 、

（ 　 Ｇ 　 ） 名 詞 で は な い ― と こ う 書 い て い て 少 し 不 安 に な っ て き た 。 こ の 問 題 で は い ろ い ろ

と 議 論 が た た か わ さ れ て き た か ら で あ る 。 も し か し て こ ど も は 、 ま ず 一 つ 一 つ の モ ノ の 名 を 、

そ れ だ け が も っ て い る （ 　 Ｈ 　 ） 名 詞 と し て お ぼ え 、 次 い で 、 似 た よ う な ワ ン ワ ン を い く つ も

見 る こ と に よ っ て 一 つ の 類 の 名 で あ る と い う 認 識 に 到 達 す る と い う ふ う に 考 え れ ば 、 最 初 の ワ

ン ワ ン は （ 　 Ｉ 　 ） 名 詞 、 次 い で 多 く の ワ ン ワ ン と 接 し 、 す べ て の ワ ン ワ ン が ワ ン ワ ン で あ る

と 知 れ ば 、 は じ め の ワ ン ワ ン は （ 　 Ｊ 　 ） 名 詞 へ と 発 展 す る の で あ る 。

　 こ

d

の よ う な こ ど も の 例 を 、 人 類 全 般 に お し ひ ろ げ て 、 す べ て の 普 通 名 詞 の 起 源 は 固 有 名 詞 で

あ っ た と い う 議 論 を 展 開 し た の は ア ダ ム ・ ス ミ ス で あ っ た 。 か れ が 一 七 六 二 年 に 発 表 し た 、 「 諸

言 語 の 起 源 に つ い て の 論 文 」 で は 、 川 と い う も の を
※

テ ム ズ で し か 知 ら な い 「 無 知 な 」 人 間 に と

っ て は 、 別 の 川 を 見 た と き も テ ム ズ と 言 う は ず だ か ら 、 す べ て の 名 詞 の 起 源 は 固 有 名 詞 だ っ た

と 主 張 し て い る 。

　 ス ミ ス の こ の 論 文 の お も し ろ さ を 再 発 見 し て 、 そ の 最 初 の テ キ ス ト を 複 写 し て 世 に 送 っ た の

は Ｅ ・ コ セ リ ウ だ が （ 一 九 七 〇 年 ） 、 か れ は こ の 冊 子 に 、 同 時 に 、 ス ミ ス に 反 対 し た イ タ リ ア

人 ロ ズ ミ ー ニ の 反 論 （ 一 八 三 〇 年 ） を も 収 録 し て い る 。 ロ ズ ミ ー ニ は ス ミ ス と は 逆 に 、 固 有 名

詞 は 普 通 名 詞 よ り も ず っ と あ と に な っ て 生 れ る 、 な ぜ な ら 「 数 多 く の 洞
ほ ら

穴
あ な

、 泉 、 樹 木 を 見 た の

ち に 、 そ の 中 か ら 特 定 の 個 を 区 別 す る 必 要 が 生 じ た 」 と き に そ の 区 別 の た め に 固 有 名 詞 が 生 れ

た の だ 、 と し た 。

 （ 田 中 克 彦 『 名 前 と 人 間 』 岩 波 書 店 〉

※ 概 念 … … そ の こ と に つ い て の 考 え 方 。 「 〜 と は 何 か 」 と い う 受 け 取 り 方 。

※ 母 語 … … 幼 児 期 に 最 初 に 習 得 し 、 最 も 自 由 に 使 え る こ と ば 。

※ テ ム ズ … … テ ム ズ 川 （ イ ギ リ ス ）
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問 一 　 （ Ａ ） に 入 る 語 句 を 文 中 よ り 五 字 で ぬ き 出 し な さ い 。

問 二 　 　 　 　 部 ① 「 お ぼ え さ せ 方 」 と は ど う い う 方 法 で す か 。 文 中 の 語 句 を 用 い て 二 十 字 以 内 で 答

え な さ い 。

問 三 　 　 　 　 部 ② 「 高 度 な 精 神 活 動 」 と は ど う い う こ と で す か 。 解 答 欄 に 合 う よ う に 文 中 の 語 句 を

用 い て そ れ ぞ れ 指 定 の 字 数 で 答 え 、 説 明 を 完 成 さ せ な さ い 。 　

イ ヌ や ネ コ は 指 さ し て 見 せ て も （ ア 　 二 十 字 以 内 ） が 、 人 間 は （ イ 　 三 十 五 字 以 内 ） こ と が で

き る と い う こ と 。

問 四 　 （ Ｂ ） に 入 る 最 も 適 当 な 語 句 を 次 か ら 選 び 、 記 号 で 答 え な さ い 。

ア 　 簡 単 に は 見 つ か ら な い モ ノ

イ 　 指 さ し て 実 際 に 見 え る モ ノ

ウ 　 当 た り 前 す ぎ て 気 付 か な い モ ノ

エ 　 よ く 目 を こ ら せ ば 見 え る モ ノ

問 五 　 「 Ｃ 」 「 Ｄ 」 に 入 る 最 も 適 当 な 語 を 次 か ら 二 つ 選 び 、 記 号 で 答 え な さ い 。 た だ し 、 順 序 は 問 い

ま せ ん 。

ア 　 山 　 　 イ 　 絵 画 　 　 ウ 　 愛 　 　 エ 　 人 　 　 オ 　 水 　 　 カ 　 友 情 　 　 　

問 六 　 　 　 　 部 ③ 「 残 酷 で 超 知 的 な 親 」 に つ い て

⑴ 　 な ぜ 「 残 酷 」 と し て い る の で す か 。 そ の 理 由 を 次 か ら 二 つ 選 び 、 記 号 で 答 え な さ い 。

　 ア 　 ホ ン や エ ン ピ ツ は こ ど も が 最 も き ら う も の で あ る か ら 。

　 イ 　 動 き や 鳴 き 声 で し か こ ど も は お ぼ え る こ と が で き な い か ら 。

　 ウ 　 こ ど も に と っ て は 高 度 な 能 力 を 必 要 と す る も の で あ る か ら 。

　 エ 　 子 ど も の 興 味 や 関 心 の 対 象 を 考 え に い れ て い な い か ら 。

　 オ 　 生 ま れ た ば か り の こ ど も を 塾 に 通 わ せ よ う と す る か ら 。

⑵ 　 「 超 知 的 な 」 に こ め ら れ た 筆 者 の 気 持 ち と し て 最 も 適 当 な 語 句 を 次 か ら 選 び 、 記 号 で 答 え

な さ い 。

　 ア 　 皮 肉 　 　 イ 　 尊 敬 　 　 ウ 　 愛 着 　 　 エ 　 驚 嘆 　 　 オ 　 興 奮
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⑶ 　 　 　 　 部 の よ う に な ら な い た め に は ど う す れ ば よ い で す か 。 文 中 の 語 句 を 用 い て 五 十 字 以

内 で 答 え な さ い 。

問 七 　 （ Ｅ ） に 入 る 語 句 を 文 中 よ り 十 字 以 内 で ぬ き 出 し な さ い 。

問 八 　 　 　 　 部 ④ 「 こ の よ う な こ ど も の 例 を 、 人 類 全 般 に お し ひ ろ げ て 、 す べ て の 普 通 名 詞 の 起 源

は 固 有 名 詞 で あ っ た と い う 議 論 を 展 開 し た の は ア ダ ム ・ ス ミ ス で あ っ た 」 と あ り ま す が 、 こ の

論 か ら 考 え る と （ Ｆ ） 〜 （ Ｊ ） に は 　 ア 　 一 般 （ 普 通 ） 　 　 イ 　 固 有 　 　 の ど ち ら が は い り ま

す か 。 そ れ ぞ れ 記 号 で 答 え な さ い 。

問 九 　 次 の ア 〜 エ に つ い て 、 本 文 の 内 容 に 合 っ て い る も の に は ○ 、 合 っ て い な い も の に は × で そ れ

ぞ れ 答 え な さ い 。

ア 　 子 ど も に こ と ば を 教 え る と き は 、 音 声 だ け で 示 す こ と か ら 始 め る の が よ い 。

イ 　 子 ど も に こ と ば を 教 え る と き は 、 指 さ す と い う 方 法 は 効 果 的 で は な い 。

ウ 　 大 人 の 外 国 人 に 日 本 語 を 教 え る と き は 、 モ ノ の 名 か ら 始 め る と よ い 。

エ 　 固 有 名 詞 と 普 通 名 詞 の 生 ま れ る 順 は 確 定 し て お り 、 議 論 は な さ れ て い な い 。
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Ⅱ 進 受 験 者 は 六 を 解 き な さ い 。

次 の 文 章 を 読 ん で 、 あ と の 問 い に 答 え な さ い 。

　 人 間 か ら 心 と 身 体 を 取 り 去 れ な い よ う に 、 言 葉 も や は り 決 し て 取 り 去 る こ と は で き ま せ ん 。

　 し か し 道 具 が 人 間 の 手 で 作 ら れ た よ う に 、 言 葉 も ま た 人 間 が 発 明 し た の で は な い か と 、 反 論

さ れ る か も し れ ま せ ん 。 言 葉 が ま だ 存 在 し な い 状 態 に お い て も 、 人 間 は す で に 人 間 で あ っ た し 、

そ の 人 間 が 社 会 生 活 の 中 で い つ の 間 に か 言 葉 を 語 る よ う に な っ た の で は な い か と い う 考 え 方 で

す 。
　 お そ ら く 社 会 学 や 文 化 人 類 学 は そ う 主 張 す る で し ょ う 。 （ 　 Ａ 　 ） 、 こ れ は 人 間 と 言 葉 と の 結

び つ き を 外 か ら 見 た 説 明 で あ っ て 、 こ の 説 明 で は 言 葉 は 人 間 に と っ て ど こ ま で も 偶 然 的 存 在 以

上 の も の で な い こ と に な り ま す 。 そ

a

れ は 、 言 葉 と い う も の に つ い て の 我 々 の 経 験 に 忠 実 な 考 え

方 と は 言 え ま せ ん 。  【 １ 】

　 実 際 に は 人 間 と 言 葉 は そ の よ う に 外 面 的 な 仕 方 で 結 び つ い て い る の で は な く 、 内 面 的 に 結 び

つ い て い ま す 。 言 葉 は 人 間 存 在 の 本 質 に 属 し て お り 、 人 間 は は じ め か ら 言 語 人 な の で す 。 ペ ン

や 花 、 森 や 町 、 太 陽 や 月 や 海 が あ る こ と を 、 我 々 は 言 葉 と と も に 知 り ま す 。 家 族 、 友 人 、 国 家 、

法 律 、 戦 争 、 平 和 、 病 、 死 等 々 を 、 言 葉 な く し て 認 知 す る こ と は で き ま せ ん 。 我 々 が 物 を 感 じ

た り 、 考 え た り 、 欲 し た り す る と き 、 言 葉 は す で に 我 々 を 導 い て い ま す 。 我
b

々 の 思 い 出 や 期 待 、

不 安 や 喜 び の 中 に も い つ し か 言 葉 が 浸
し ん

透
と う

し て い る こ と に 気 づ か さ れ ま す 。 

　 言 う べ き 言 葉 を 知 ら な い と か 、 言 語 に 絶 す る と か い う 種 類 の 経 験 も ま た 言 語 的 経 験 の 一 つ の

場 合 だ と 言 え る で し ょ う 。 （ 　 Ｂ 　 ） 言 語 を 持 っ て い る 者 だ け が 言 語 を 失 う こ と が で き る か ら

で す 。 健 康 な 人 だ け が 病 気 に な れ る の と 同 じ で す 。 【 ２ 】

　 人 間 が 言 葉 と 共 存 し て い る の は 、 た ん に 目 を 覚 ま し て 、 他 人 と 対 話 し て い る と き だ け に 限 り

ま せ ん 。 一 人 で い る と き や 眠 っ て い る と き で も 、 我 々 は 言 葉 を 語 っ て い る 、 と 哲 学 者 の ハ イ デ

ッ ガ ー は 書 い て い ま す 。 人 間 が ま ず 言 葉 な し に 存 在 し て い て 、 二 次 的 に 言 葉 が 生 ま れ て き た の

で は な く 、 言 葉 が 初 め て 人 間 を し て 人 間 足
た

ら し め る と い う 考 え 方 で す 。 人 間 は 言 葉 に よ っ て 初

め て 人 間 な の だ か ら 、 人 間 が 言 葉 を 発 明 す る と い う よ う な こ と は 不 可 能 だ 、 と い う の は ヴ ィ ル

ヘ ル ム ・ フ ォ ン ・ フ ン ボ ル ト （ 一 七 六 七 〜 一 八 三 五 年 ） の 言 語 哲 学 の 中 に あ る 有 名 な 文 句 で す 。

　 言 葉 は そ れ ほ ど 深 く 人 間 の 存 在 の 内 部 に あ る の で 、 こ れ を 外 か ら 対 象 化 し て 捉
と ら

え る こ と は な

か な か 難 し い 。 言 葉 は 人 間 の 道 具 や 能 力 と い う も の で は な く 、 （ 　 Ｃ 　 ） 人 間 が そ こ か ら 決 し

て 抜 け 出 せ な い 地 平 だ と 言 わ な く て は な り ま せ ん 。

　 人

c

間 に と っ て 言 葉 は 、 ち ょ う ど 魚 に と っ て の 水 の よ う な も の で す 。  水 は 魚 が そ の 中 で 生 き て

い る 世 界 で す か ら 、 ど ん な に 賢 い 魚 で も 水 が あ る こ と は わ か ら な い で し ょ う 。 魚 に は 他 の 魚 や

六
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漁 師 は 見 え て も 、 水 そ の も の は 見 え な い だ ろ う と 思 い ま す 。 そ れ は 水 が 魚 に と っ て あ ま り に も

近 い も の 、 そ こ か ら 出 た ら 魚 が 魚 で な く な る 世 界 だ か ら で す 。 同 じ よ う に 言 葉 の 世 界 を 出 る と 、

我 々 は 人 間 で は な く な り ま す 。 だ か ら 言 葉 が 何 で あ る か は 、 人 間 に と っ て な か な か わ か り に く

い の で す 。 言 葉 を 対 象 化 し て 捉 え る こ と は 非 常 に 難 し い に も か か わ ら ず 、 言 葉 な く し て 人 間 は

あ り え ま せ ん 。 【 ３ 】

　 わ か り や す い 例 を 一 つ 挙 げ ま し ょ う 。 そ れ は 赤 ち ゃ ん が 誕 生 す る と き の 産
う ぶ

声
ご え

で す 。 私 た ち は

誰 で も 、 オ ギ ャ ー と い う 勇 ま し い 産 声 を あ げ て 生 ま れ ま す 。 あ の 産 声 と 共 に 、 あ の 産 声 の 中 で

我 々 は 生 ま れ て き た の で す 。 生 ま れ て か ら オ ギ ャ ー と 言 っ た と い う の は 正 確 な 言 い 方 で は あ り

ま せ ん 。 そ れ は 事 実 を 外 か ら 眺 め て い る 説 明 で あ っ て 、 誕 生 の 事 実 そ の も の に 即 し た 言 い 方 で

は な い と 思 い ま す 。 【 ４ 】

　 た し か に 、 生

d

ま れ て か ら 以 後 の い ろ い ろ な 言 葉 は 、 そ の 個 人 が 言 う 言 葉 だ と し て も 、 産 声 だ

け は そ う で は あ り ま せ ん 。  産 声 は 個 人 と し て の 我 々 の 存 在 の は じ め と 同 時 で あ り 、 個 人 以 上 の

も の で す 。 そ の 個 人 以 上 の 声 な く し て は 、 我 々 は こ の 人 生 に 来 る こ と は で き な か っ た の で す 。

オ ギ ャ ー の 産 声 は 、 個 人 が 何 か を 表 現 し て い る 言 葉 で は な く 、 む し ろ 個 人 を 越 え た 大 い な る 生

命 が 、 個 人 に お い て 生 命 そ れ 自 身 が 名 乗 っ た 言 葉 と 言 わ な く て は な り ま せ ん 。

　 ヘ

e

レ ン ・ ケ ラ ー が 初 め て 「 水 」 と い う 言 葉 を 知 っ た と い う 話 が あ り ま す 。 水 と い う も の を 知

ら な か っ た 目 も 見 え ず 耳 も 聞 こ え な か っ た 女 の 子 が 、 あ る 夏 の 暑 い 日 に 家 庭 教 師 が 片 方 の 手 に

水 を か け な が ら 、 も う 片 方 の 手 にwater と 書 き ま し た 。 普 通 の 子 な ら 、water と い う 言 葉 が 水

の 名 前 だ と わ か ら な か っ た か も し れ ま せ ん が 、 ヘ レ ン ・ ケ ラ ー は 非 常 に 敏 感 だ っ た の で 、 自 分

の 手 に 当 た っ て い る 何 と も 言 え な い こ の 液 体 にwater と い う 名 前 が あ る の だ と 気 が つ き ま す 。

そ れ に 気 づ い た と き 、 彼 女 は 初 め て 物 の 世 界 に 出 会 っ た の で す 。 そ のwater と い う 言 葉 に 出 会

う 前 に は 、 彼 女 の 中 に は 水 と い う 世 界 は あ り ま せ ん で し た 。 言 葉 こ そ 世 界 を 出 現 さ せ る た だ 一

つ の も の だ と い う 真 理 を 示 し て い る エ ピ ソ ー ド で す 。

　 こ れ は ヘ レ ン ・ ケ ラ ー だ け の こ と で は あ り ま せ ん 。 私 た ち は 子 ど も の と き か ら 、 い ろ い ろ な

物 の 名 前 を 教 え て も ら っ て き ま し た 。 お 母 さ ん は 赤 ち ゃ ん に 「 こ れ は マ マ だ よ 」 と 教 え 、 赤 ち

ゃ ん は マ マ と い う 言 葉 を 聞 く こ と に よ っ て マ マ の 存 在 を 知 り ま す 。 マ マ と い う 言 葉 が な か っ た

ら お 母 さ ん は い な い の で す 。 我 々 は 誰 で も 、 初 め て 言 葉 を 聞 い た り し ゃ べ っ た り す る と き

に 、 ヘ

f

レ ン と 同 じ 言 語 の 原 始 体 験 を や っ て い る の で す 。 多 く の 人 は そ の 経 験 を 忘 れ て し ま い 、

（ 　 Ｄ 　 ） 出 来 上 が っ て 硬
こ う

直
ち ょ く
し た 言 語 世 界 に 住 む よ う に な り ま す 。 日 常 生 活 と は す で に 出 来 上

が っ た 言 語 だ け で 間 に 合 わ せ て い る 世 界 で す か ら 、 言 語 が 発 生 す る そ の 瞬 間 の 現 場 に な か な か

立 ち 会 え な く な っ て い ま す 。 し か し 、 言 語 の 誕 生 の 瞬 間 に 立 ち 会 わ な い と い う こ と は 、 人 間 は

本 当 の 世 界 に は 出 会 っ て い な い こ と と 同 じ で す 。

 （ 大 峯 あ き ら 『 命 ひ と つ ― よ く 生 き る ヒ ン ト 』 小 学 館 ）
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問 一 　 （ 　 Ａ 　 ） 〜 （ 　 Ｄ 　 ） に 入 る 言 葉 と し て 適 当 な も の を 次 の 中 か ら 選 び 、 記 号 で 答 え な さ い 。

ア 　 も と も と 　 　 イ 　 し か し 　 　 ウ 　 す で に 　 　 エ 　 む し ろ 　 　 オ 　 も っ と も

問 二 　 　 　 　 部 「 も う 」 と 同 じ 意 味 で 使 わ れ て い る も の を 次 か ら 選 び 、 記 号 で 答 え な さ い 。

　 ア 　 彼 は も う 来 る で し ょ う 。

　 イ 　 あ な た は も う 忘 れ た の で す か 。

　 ウ 　 逆 転 さ れ て し ま っ た 。 も う だ め だ 。

　 エ 　 も う 一 つ お に ぎ り を く だ さ い 。

問 三 　 　 　 　 部 ① 「 そ れ は 、 言 葉 と い う も の に つ い て の 我 々 の 経 験 に 忠 実 な 考 え 方 と は 言 え ま せ

ん 。 」 の 「 そ れ 」 は 何 を さ し ま す か 。 文 中 の 言 葉 を 用 い て 、 四 十 五 字 以 内 で 答 え な さ い 。

問 四 　 　 　 　 部 ② 「 我 々 の 思 い 出 や 期 待 、 不 安 や 喜 び の 中 に も い つ し か 言 葉 が 浸 透 し て い る こ と に

気 づ か さ れ ま す 。 」 と あ り ま す が 、 そ の 理 由 を 文 中 の 言 葉 を 用 い て 四 十 字 以 内 で 答 え な さ い 。 　

問 五 　 　 　 　 部 ③ 「 人 間 に と っ て 言 葉 は 、 ち ょ う ど 魚 に と っ て の 水 の よ う な も の で す 。 」 と あ り ま

す が 、 （ ア ） 「 人 間 に と っ て の 言 葉 」 、 （ イ ） 「 魚 に と っ て の 水 」 は ど ん な 世 界 で す か 。 そ れ ぞ れ

二 十 字 以 内 で 答 え な さ い 。

問 六 　 　 　 　 部 ④ 「 生 ま れ て か ら 以 後 の い ろ い ろ な 言 葉 は 、 そ の 個 人 が 言 う 言 葉 だ と し て も 、 産 声

だ け は そ う で は あ り ま せ ん 。 」 と あ り ま す が 、 作 者 は 「 産 声 」 を ど ん な も の だ と 考 え て い ま す か 、

三 十 五 字 以 内 で 答 え な さ い 。

問 七 　 　 　 　 部 ⑤ 「 ヘ レ ン ・ ケ ラ ー が 初 め て 『 水 』 と い う 言 葉 を 知 っ た と い う 話 」 と あ り ま す が 、

こ の 話 を 通 し て 、 作 者 は ど う い う こ と を 示 そ う と し て い る か 、 三 十 五 字 以 内 で 答 え な さ い 。

問 八 　 　 　 　 部 ⑥ 「 ヘ レ ン と 同 じ 言 語 の 原 始 体 験 」 と あ り ま す が 、 具 体 的 に は ど ん な 体 験 で す か 、

そ れ が 書 か れ た 連 続 す る 二 文 を ぬ き 出 し て 、 は じ め と 終 わ り の 五 字 を 答 え な さ い 。

問 九 　 本 文 中 に 「 言 葉 が あ っ て 初 め て 人 間 は あ る の で す 。 」 を 入 れ る と し た ら 、 【 １ 】 〜 【 ４ 】 の ど

こ が 適 当 で す か 、 番 号 で 答 え な さ い 。
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問 十 　 次 の ア 〜 エ に つ い て 、 本 文 の 内 容 と 合 っ て い る も の に は ○ 、 合 っ て い な い も の に は × で そ れ

ぞ れ 答 え な さ い 。

ア 　 ど の よ う に 言 っ た ら い い か わ か ら な い と い う 経 験 も 言 語 的 経 験 で あ る 。

イ 　 人 間 が 言 葉 と 共 存 す る の は 、 他 人 と 話 し て い る と き で あ る 。

ウ 　 人 間 は 生 ま れ て か ら 産 声 を あ げ る の で は な く 、 産 声 と と も に 生 ま れ て く る 。

エ 　 赤 ち ゃ ん に と っ て 、 お 母 さ ん が い た か ら マ マ と い う 言 葉 が あ る 。
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番
 号

氏
 名

中 学 校 学 力 検 査 解 答 用 紙
　 　 　

 国 語    ― 五 十 分 ―１ 次

－

Ⅰ

一 ① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

二 ① ② ③ ④ ⑤

① 漢
字

意
味 ② 漢
字

意
味 ③ 漢
字

意
味

三
④ 漢
字

意
味 ⑤ 漢
字

意
味

四 問 一 Ａ Ｂ Ｃ

問 二 ① ⑤ 問 三

問 四
問 五

五 問 一
問 二

イ ヌ や ネ コ は 指 さ し て 見 せ て も

問 三 ア が 、

人 間 は

イ

こ と が で き る と い う こ と 。

問 四 問 五

問 六
⑴ ⑵

⑶

問 七
問 八 Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ

問 九 ア イ ウ エ

共
通
計

コ
ー
ス
計

合
 
 
 計
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番
 号

氏
 名

中 学 校 学 力 検 査 解 答 用 紙
　 　 　

 国 語    ― 五 十 分 ―１ 次

－

Ⅱ

一 ① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

二 ① ② ③ ④ ⑤

① 漢
字

意
味 ② 漢
字

意
味 ③ 漢
字

意
味

三
④ 漢
字

意
味 ⑤ 漢
字

意
味

四 問 一 Ａ Ｂ Ｃ

問 二 ① ⑤ 問 三

問 四
問 五

六 問 一 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 問 二

問 三
問 四

問 五
ア

イ

問 六
問 七

問 八 はじ
め

〜 終わ
り

問 九 問 十 ア イ ウ エ

共
通
計

コ
ー
ス
計

合
 
 
 計
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番
 号

氏
 名

中 学 校 学 力 検 査 解 答 用 紙
　 　 　

 国 語    ― 五 十 分 ―１ 次

－

Ⅱ

一 ① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

二 ① ② ③ ④ ⑤

① 漢
字

意
味 ② 漢
字

意
味 ③ 漢
字

意
味

三
④ 漢
字

意
味 ⑤ 漢
字

意
味

四 問 一 Ａ Ｂ Ｃ

問 二 ① ⑤ 問 三

問 四
問 五

六 問 一 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 問 二

問 三
問 四

問 五
ア

イ

問 六
問 七

問 八 はじ
め

〜 終わ
り

問 九 問 十 ア イ ウ エ

共
通
計

コ
ー
ス
計

合
 
 
 計

番

　号

1次-Ⅰ進

氏

　名

合

　計中学校学力検査解答用紙　　　 算 数　－50分－

1 ⑴ 2014 ⑵ 37

⑶ 
11

20
⑷ ４

⑸ ４ ⑹ 2.4（125）
⑺ 

4

5
 → 

5

6
 → 

7

8
⑻ 336 円

⑼ ６ ： １ ⑽ 3.1 Ｌ

⑾ ９ 時間 36 分 ⑿ 20 ％

⒀ ９ 時間 ⒁ 65 度

⒂ 58.875 cm2 ⒃ 36.56 cm3

小　計

2 ⑴ 7.5 ｍ ⑵　時速 16 km

⑶ ６ 回 ⑷ ２：１

⑸ 900 個

小　計

3 ⑴ 42 ⑵ 76 

⑶ 200 

小　計

小　計
4 ⑴ ６ cm2 ⑵ ５ cm2

⑶ 
４

３
 秒後

共 通 計

コース計
小　計

5 ⑴ ８ Ｌ ⑵ 93 分 45 秒後

⑶ 190 cm

50

20

10

10

10

各４点

⑴～⒁各３点
⒂，⒃各４点

⑴⑵各３点
⑶　　４点

⑴⑵各３点
⑶　　４点

⑴⑵各３点
⑶　　４点
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番

　号

1次-Ⅱ進

氏

　名

合

　計中学校学力検査解答用紙　　　 算 数　－50分－

6 ⑴ ３ 時間 ⑵ 1600 円

⑶ 15 ｇ ⑷ 5.14 cm2

⑸ 35 枚

小　計

7 ⑴ 24 通り ⑵ 120 通り

⑶ 12 通り

小　計

小　計
8 ⑴ 1 cm2 ⑵ 8 秒後

⑶ 
9

4
 cm2

コース計

1 ⑴ 2104 ⑵ 37

⑶ 
11

20
⑷ ４

⑸ ４ ⑹ 2.4（125）
⑺ 

4

5
 → 

5

6
 → 

7

8
⑻ 336 円

⑼ ６ ： １ ⑽ 3.1 Ｌ

⑾ ９ 時間 36 分 ⑿ 20 ％

⒀ ９ 時間 ⒁ 65 度

⒂ 58.875 cm2 ⒃ 36.56 cm3

小　計
共 通 計

小　計
9 ⑴ 72 cm2 ⑵ 150.72 cm3

⑶ 2110.08 cm3

50

20

10

10

10

各４点

⑴～⒁各３点
⒂，⒃　４点

⑴⑵各３点
⑶　　４点

⑴⑵各３点
⑶　　４点

⑴⑵各３点
⑶　　４点
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番

　号

1次-Ⅱ進

氏

　名

合

　計中学校学力検査解答用紙　　　 算 数　－50分－

6 ⑴ ３ 時間 ⑵ 1600 円

⑶ 15 ｇ ⑷ 5.14 cm2

⑸ 35 枚

小　計

7 ⑴ 24 通り ⑵ 120 通り

⑶ 12 通り

小　計

小　計
8 ⑴ 1 cm2 ⑵ 8 秒後

⑶ 
9

4
 cm2

コース計

1 ⑴ 2104 ⑵ 37

⑶ 
11

20
⑷ ４

⑸ ４ ⑹ 2.4（125）
⑺ 

4

5
 → 

5

6
 → 

7

8
⑻ 336 円

⑼ ６ ： １ ⑽ 3.1 Ｌ

⑾ ９ 時間 36 分 ⑿ 20 ％

⒀ ９ 時間 ⒁ 65 度

⒂ 58.875 cm2 ⒃ 36.56 cm3

小　計
共 通 計

小　計
9 ⑴ 72 cm2 ⑵ 150.72 cm3

⑶ 2110.08 cm3

50

20

10

10

10

各４点

⑴～⒁各３点
⒂，⒃　４点

⑴⑵各３点
⑶　　４点

⑴⑵各３点
⑶　　４点

⑴⑵各３点
⑶　　４点

番

　号

1-Ⅰ進

氏

　名

合

　計
50中学校学力検査解答用紙　　　 理 科　－40分－

1 ⑴ イ ⑵ イ ⑶ ア ⑷ イ ⑸ エ ⑹ イ ⑺ ウ ⑻ エ

2 ⑴ エ ⑵ イ，ウ，カ ⑶ ア ⑷ エ

3 ⑴ イ ⑵ 消化

⑶ 養分を吸収しやすくするため。

⑷ エ ⑸ イ

4 ⑴ 三日月湖 ⑵ ウ ⑶ ア

⑷ せんじょう地 ⑸ ア，ウ

5 ⑴ 食塩水，石灰水，水酸化ナトリウム水よう液

⑵ アンモニア水，塩酸，炭酸水

⑶ 石灰水，アンモニア水，水酸化ナトリウム水よう液

⑷ アンモニア水，塩酸

⑸ 石灰水 ⑹ ア ⑺ ア

6 ⑴ ①　　→　　④　　→　　③　　→　　⑤　　→　　②

⑵ イ ⑶  200 倍

⑷ ア：　かいぼうけんび鏡 イ：　そう眼実体けんび鏡

7 ⑴ ア： Ｄ イ： Ｅ ウ： Ｂ ⑵ イ

⑶ Ａ： ① Ｃ： ②

8 ⑴ もっとも大きい音：　　　ウ もっとも小さい音：　　　ア

⑵ ①：　　× ②：　　○ ③：　　× ④：　　×

⑶ ②

小

　計
8

小

　計
6

小

　計
6

小

　計
5

小

　計
7

小

　計
6

小

　計
6

小

　計
6

コ
ー
ス
計

25

共
通
計

25
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番

　号

1-Ⅱ進

氏

　名

合

　計
50中学校学力検査解答用紙　　　 理 科　－40分－

1 ⑴ イ ⑵ イ ⑶ ア ⑷ イ ⑸ エ ⑹ イ ⑺ ウ ⑻ エ

2 ⑴ エ ⑵ イ，ウ，カ ⑶ ア ⑷ エ

3 ⑴ イ ⑵ 消化

⑶ 養分を吸収しやすくするため。

⑷ エ ⑸ イ

4 ⑴ 三日月湖 ⑵ ウ ⑶ ア

⑷ せんじょう地 ⑸ ア，ウ

9 ⑴ ② ⑵ ②

⑶ 空気中の酸素によくふれ，完全に燃えるから。

⑷ Ａ： ア　　Ｂ： イ　　Ｃ： ウ

10 ⑴ 蒸散 ⑵ ア： Ｃ イ： Ｄ ウ： Ａ エ： Ｂ

⑶  1.0 cm3 ⑷  5.0 cm3 ⑸ ア

11 ⑴ ①： Ｂ　　②： ｂ ⑵ ９月21日： ① 12月22日： ④

⑶  45 度

12 ⑴ Ａ　と　Ｂ ⑵ Ｃ ⑶ Ｄ ⑷ Ｃ

⑸ Ａ：　エ Ｄ：　ア

小

　計
8

小

　計
6

小

　計
6

小

　計
5

小

　計
7

小

　計
6

小

　計
6

小

　計
6

コ
ー
ス
計

25

共
通
計

25



（45）

番

　号

1-Ⅱ進

氏

　名

合

　計
50中学校学力検査解答用紙　　　 理 科　－40分－

1 ⑴ イ ⑵ イ ⑶ ア ⑷ イ ⑸ エ ⑹ イ ⑺ ウ ⑻ エ

2 ⑴ エ ⑵ イ，ウ，カ ⑶ ア ⑷ エ

3 ⑴ イ ⑵ 消化

⑶ 養分を吸収しやすくするため。

⑷ エ ⑸ イ

4 ⑴ 三日月湖 ⑵ ウ ⑶ ア

⑷ せんじょう地 ⑸ ア，ウ

9 ⑴ ② ⑵ ②

⑶ 空気中の酸素によくふれ，完全に燃えるから。

⑷ Ａ： ア　　Ｂ： イ　　Ｃ： ウ

10 ⑴ 蒸散 ⑵ ア： Ｃ イ： Ｄ ウ： Ａ エ： Ｂ

⑶  1.0 cm3 ⑷  5.0 cm3 ⑸ ア

11 ⑴ ①： Ｂ　　②： ｂ ⑵ ９月21日： ① 12月22日： ④

⑶  45 度

12 ⑴ Ａ　と　Ｂ ⑵ Ｃ ⑶ Ｄ ⑷ Ｃ

⑸ Ａ：　エ Ｄ：　ア

小

　計
8

小

　計
6

小

　計
6

小

　計
5

小

　計
7

小

　計
6

小

　計
6

小

　計
6

コ
ー
ス
計

25

共
通
計

25

番
 号

氏
 名

中 学 校 学 力 検 査 解 答 用 紙
　 　 　

 国 語    ― 五 十 分 ―１ 次

－

Ⅰ

一 ① う む ② い と ③ あ ん ぴ ④ そ っ せ ん ⑤ た い ぼ う

各
①

⑥ 省 ⑦ 朗 　 読 ⑧ 展 　 覧 ⑨ 確 　 信 ⑩ 公 　 衆

二 ① 運 ② 説 ③ 究 ④ 成 ⑤ 進 各
②

① 漢
字 手 意
味 オ ② 漢
字 鼻 意
味 エ ③ 漢
字 目 意
味 ア

各
①三

④ 漢
字 顔 意
味 ウ ⑤ 漢
字 耳 意
味 イ

四 問 一 Ａ エ Ｂ ウ Ｃ ア 各
②

問 二 ① 欲 求 で あ る ⑤ 与 え た 各
③ 問 三 形 ②

問 四 身 の 回 り の も の を 好 き な 形 に つ く り た い ②

問 五 イ オ 各
② ※ 順 不 同

五 問 一 モ ノ の 名 前 ③

問 二 目 の 前 の 現 実 に 見 え る も の を 指 さ す 方 法 。 ④

イ ヌ や ネ コ は 指 さ し て 見 せ て も

問 三 ア 指 さ し た 先 は 見 な い で 指 だ け を 見 て い る が 、 ④

人 間 は

イ

指 さ し た 指 の 先 と 、 そ の 指 の さ し た 方 向 の 先 ④

に あ る モ ノ と を 結 び つ け て 考 え る こ と が で き る と い う こ と 。

問 四 イ ③ 問 五 ウ カ 各
② ※ 順 不 同

問 六
⑴ ウ エ ⑵ カ ⑴ 各
②  ※ 順 不 同 　 ⑵ ②

⑶

こ ど も が 関 心 を も つ と 思 わ れ る 、 オ ト や ス ガ

タ 、 手 ざ わ り や 温 か さ を そ な え た 印 象 ぶ か い ⑥

も の の 名 か ら 教 え る 。

問 七 モ ノ の 名 （ 前 ） を お ぼ え る ③

問 八 Ｆ ア Ｇ イ Ｈ イ Ｉ イ Ｊ ア 各
①

問 九 ア × イ × ウ ○ エ × 各
②

共
通
計

50

コ
ー
ス
計

50

合
 
 
 計



（46）

番
 号

氏
 名

中 学 校 学 力 検 査 解 答 用 紙
　 　 　

 国 語    ― 五 十 分 ―１ 次

－

Ⅱ

一 ① う む ② い と ③ あ ん ぴ ④ そ っ せ ん ⑤ た い ぼ う

各
①

⑥ 省 ⑦ 朗 　 読 ⑧ 展 　 覧 ⑨ 確 　 信 ⑩ 公 　 衆

二 ① 運 ② 説 ③ 究 ④ 成 ⑤ 進 各
②

① 漢
字 手 意
味 オ ② 漢
字 鼻 意
味 エ ③ 漢
字 目 意
味 ア

各
①三

④ 漢
字 顔 意
味 ウ ⑤ 漢
字 耳 意
味 イ

四 問 一 Ａ エ Ｂ ウ Ｃ ア 各
②

問 二 ① 欲 求 で あ る ⑤ 与 え た 各
③ 問 三 形 ②

問 四 身 の 回 り の も の を 好 き な 形 に つ く り た い ②

問 五 イ オ 各
②  ※ 順 不 同

六 問 一 Ａ イ Ｂ ア Ｃ エ Ｄ ウ 各
② 問 二 エ ②

問 三

言 葉 は 、 い つ の 間 に か 人 間 が 語 る よ う に な っ

⑤

た 偶 然 的 存 在 に ほ か な ら な い 、 と い う 考 え 方

。

問 四

実 際 に は 人 間 と 言 葉 は 外 面 的 な 仕 方 で は な く

⑤

、 内 面 的 に 結 び つ い て い る か ら 。

問 五
ア 出 た ら 人 が 人 で な く な る 言 葉 の 世 界 。

各
③

イ 出 た ら 魚 が 魚 で な く な る 水 の 世 界 。

問 六

個 人 を 越 え た 大 い な る 生 命 が 、 個 人 に お い て

⑤

生 命 自 身 が 名 乗 っ た 言 葉 。

問 七

言 葉 こ そ 世 界 と 出 会 い 、 世 界 を 出 現 さ せ る た

⑤

だ 一 つ の も の だ と い う 真 理 。

問 八 はじ
め

水 と い う も 〜 終わ
り

つ き ま す 。 ③

問 九 ３ ③ 問 十 ア ○ イ × ウ ○ エ × 各
②

共
通
計

50

コ
ー
ス
計

50

合
 
 
 計



平成26年度入試　中学校入試統計
1. 受験者数など　　（　　）内は平成25年度

募集人数 志願者数 受験者数 合格者数 合格最低点

１次
Ⅱ進 約20名 26（32）

120（115）

26（32）

119（114）

10（13）

回し16（19）
97（103）

177（180）

Ⅰ進 約80名 64（83） 63（82） 53（71） 96（104）

※Ⅱ進午後 約10名 30 30 18 135

２次Ａ
Ⅱ進 約５名 31（40）

57（64）
24（36）

46（53）

12（14）

回し12（22） 44（46）
187（180）

Ⅰ進

約45名

26（24） 22（17） 20（10） 88（97）

２次Ｂ
※Ⅱ進 （20）

10（36）
（17）

８（32）

（11）
（6） 7（26）

（174）

Ⅰ進 10（16） 8（15） 7（9） 90（92）

187（215） 173（199）

	 26年度入試より、※Ⅱ進午後を実施。※２次ＢⅡ進を廃止。

2. 受験者の【平均点・最高点・最低点】
　　　　Ⅱ進・Ⅰ進の国語・算数の共通問題の配点は50点。理科は25点。

Ⅱ進
国語（100） 算数（100） 理科（50） 合計

平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低

１次 63.8 87 47 71.3 97 21 29.8 44 16 164.9 224 89

1次午後 61.3 85 33 74.0 97 45 135.3 178 78

2次Ａ 63.6 80 34 82.2 100 59 34.1 48 18 179.8 227 125
1次午後は200点・その他は250点

Ⅰ進
国語（100） 算数（100） 理科（50） 合計

平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低

1次 56.5 87 30 50.9 92 3 26.4 44 11 133.8 210 51

2次 A 64.2 94 42 56.9 96 14 121.0 190 56

2次 B 64.1 94 45 62.0 96 15 126.1 190 60
1次は250点・2次は200点

3. 合格者の【平均点・最高点・最低点】
　　　　Ⅱ進・Ⅰ進の国語・算数の共通問題の配点は50点。理科は25点。

Ⅱ進
国語（100） 算数（100） 理科（50） 合計

平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低

1次 72.9 87 61 82.6 97 72 37.4 44 31 192.9 224 177

１次午後 68.2 85 56 82.6 97 69 150.8 178 135

2次 A 72.1 80 65 91.6 100 79 41.3 48 31 205.0 227 187
1次午後は200点・その他は250点

Ⅰ進
国語（100） 算数（100） 理科（50） 合計

平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低

1次 59.6 87 30 56.5 92 21 27.9 44 15 144.1 210 96

2次 A 65.7 94 46 60.8 96 26 126.4 190 88

2次 B 66.9 94 47 68.7 96 36 135.6 190 90
1次は250点・2次は200点
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